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新
年
を
迎
え
て

今
金
町
長

河

端

町
民
的
皆
同
時
、
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
こ
さ
い
ま
す
a

師
し
い
新
春
を
と
も
に
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
カ
ら
お
座
び

住民の幸せを願い、主要施

進 しております。イ回4空ある

力してまいる所存です。

C (' 昨年は多難なl年でしたが

策を長期的展 望にた って推

地域社会づくりを目指し努

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

今
金
町
議
会
議
長

t、
←F 

野

昨申町
年 L 民
は上の
杭 げ皆
ー ま様
地 す謹
方 。 L
i畠ん
歩~f;で

町朝r
年#
でを
f1，お
た 十兄

ち
も
改
選
に
よ
り
選
任
を
賜
り
、
議
只

定
数
も
三
名
減
の
十
八
名
で
新
議
会
が

ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
六
月
に
は 豊

中
し
上
げ
ま
す
。
平
設
か

句
町
政
に
対

す
る
ご
支
援
~
」協
力
に
深
く
感
却
を
巾

し
上
げ
る
次
附
別
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
は
、
行
政
改
品
に
関
す
る
最
終

答
申
が
だ
さ
れ
る
介
。
ど
、
地
方
行
政
を

と
り
ま
く
環
境
に
は
、
一
段
と
き
び
し

い
も
円
が
あ
り
ま
し
た
。一
史
に
、
四
年

辿
統
的
市
川
火
山
世
に
見
舞
わ
れ
た
打
撃
は

大
き
く
、
多
難
な

一
年
で
し
た
@

こ
れ
等
円
悲
長
同
町
主
か
で
、
地
方

自
治
体
は
住
民
的
寄
せ
を
願
い
主

要
施
策
的
捕
進
を
、
中
長
期
的
展
盟

に
た

っ
て
土
地
基
盤
整
備
事
業
や
道
路

改
良
や
舗
装
市
中
業
、
金
原
小
学
校
改
築
、

老
人
稲
剖
セ
ン
タ
ー
新
築
等
な
ど
の
数

々
が
計
画
ど
お
り
進
め
る
こ
と
が
で
き

ぷ
し
た
こ
と
は
、
町
議
会
を
は
じ
め
、

皆
様
方
向
力
強
い
ャ
)
支
扱
の
賜
と
深
く

謝
立
を
表
す
る
も
円
で
あ
り
ま
す
。

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
町
財
政

の
迎
ぺ
山
も

一
府
内
困
難
色
状
況
下
に
あ

り
ま
す
が
、
町
政
発
展
の
た
め
、
そ
札

ぞ
札
の
特
世
を
い
か
し
、
こ
れ
が
撮
興

の
た
め
不
断
的
研
さ
ん
を
日
間
み
重
ね
て

行
政
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
、
個
性

あ
る
地
域
社
会
づ
く
リ
を
目
指
し
て
お

り
ま
す
。

住
民
的
ニ
ズ
に
対
応
し
、

主
要
懸

案
事
項
の
解
決
に
、
よ
り

一
府
町
野
力

を
重
ね
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の

で
皆
保
町

ご
料
進
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
益
々
の
ご
他
勝
と
こ
多

幸
を
心
か
り
祈
念
い
た
し
て
年
聞
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

伝

参
議
院
議
民
的
選
挙
、
十
二
月
に
は
衆

議
院
議
口
町
選
卒
が
執
行
さ
れ
、
実
に

選
挙
に
明
け
選
挙
に
非
れ
た
年
で
ご
ざ

い
ま
し
た
。
経
情
的
低
迷
が
続
く
生
か

で
期
待
さ
れ
ま
し
た
本
町
町
農
業
も
六
、

七
月
町
呉
川
山
低
山
川
町
彬
特
で
四
年
続
き

円
冷
詑
左
右
り
股
家
の
皆
同
怖
は
致
命
的

な
打
撃
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
又
、
中

小
企
業
に
お
い
て
も
公
共
事
業
向
抑
制

椛
造
不
況
の
も
た
わ
す
経
世
不
振
等
大

変
持
部
的
多
か

っ
た
年
で
も
ご
さ
い
ま

し
た
。
図
的
財
政
再
挫
施
策
は
地
方
自

治
体
の
述
川
い
に
も
拙
且
し
て
町
的
行
附

政
共
に
き
U
し
さ
を
地
し
て
参
り
ま
し

た
町
て
更
に
創
立
工
夫
と
最
大
町
努
力

を
重
ね
て
町
勢
同
活
世
化
、
少
し
町
づ
く
り

に
取
り
組
ま
主
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

議
会
は
執
行
惜
問
、
と
対
立
関
係
に
あ
る

も
何
で
は
な
く
、
相
互
訓
鮭
を
郎
り
な

が
」η
そ
れ
ぞ
れ
の
柿
限
を
適
切
に
行
使

す
る
こ
と
に
よ

っ
て
よ
り
行
政
目
的

を
実
現
す
る
も
の
と
い
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
従

っ
て
組
事
者
も
税
金
も
町
民
各

位
同
意
見
や
嬰
虫
を
的
昨
に
け
比
定
的
将

来
展
望
に
立

っ
て
町
政
施
策
の
選
択
に

あ
や
ま
り
主
い
よ
う
議
会
と
執
行
機
関

が
其
刺
な
討
疏
を
行
い
町
町
飛
躍
と
耐
町

民
各
位
円
前
倒
向
上
に
村
進
す
る
決
意

て
あ
り
ま
す
の
て
御
理
解
と
醐
協
力
を

切
望
い
た
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

年
間
山
に
あ
た
り
議
会
を
代
表
し
て
所

信
町

一
端
を
申
し
述
べ
併
せ
て
町
民
皆

幡
町
御
他
勝
と
御
幸
せ
を
お
祈
り
し
て

新
年
間
御
挨
捗
と
い
た
し
ま
す
。

あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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郎
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治
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中

一
夫
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本

光

夫

枝

問

勝

昭

徳

田

栄

邦

日
下
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二
郎

大

塚

勝

三
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田町丘石町東

白

石

南

町

英
利
河

南

町
稲

総

昭
和
町

大
和
町

南
凹
代

ロ
月
2
日
委
只
会
が
開
催
さ
れ
、

そ
の
席
上
で
、
剖
年
間
に
わ
た
る

水
年
勤
統
計
労
者
と
し
て
、
白
石

光
事
さ
ん
(
東
町
)
と
同
年
間
に

わ
た
る
永
年
勤
続
口
背
者
と
し
て
、

伊
藤

一
泊
さ
ん

(全
原
)
、
同
年

数
の
尾
形
哲
夫
さ
ん

(
旭
町
)
に

対
し
て
、
全
国
民
生
児
童
委
只
協

議
会
長
カ
ら
特
別
表
幹
を
受
け
ま

し
た
。
更
に
、
退
任
さ
れ
る
こ
と

に
主
り
ま
し
た
白
石
光
忍
さ
ん
、

未
藤
松
雄
さ
ん
(
市
田
代
)
、
同

理
き
ん
(
本
町
)
町
三
人
が
北
海

道
知
事
と
厚
生
大
臣
か
ら
感
酎
状

が
贈
り
れ
ま
し
た
。
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荷
物
取
扱
い
の
廃
止
・
旅
客
輸
送
の
変
更

私
た
ち
の

国鉄瀬棚線こ
の
ほ
ど
国
鉄
背
函
向
か
ら
国
鉄
合

理
化
町
一
貫
と
し
て
、

U
N
抜
体
制
近
代

化
計
闘
が
だ
さ
れ
、

2
月
1
日
か
ら
笑

施
す
る
旨
町
通
知
が
あ
り
ま
し
た
.

@
荷
物
輸
送
に
つ
い
て
は
、
現
在
瀬
棚

盆
原
小
学
枝
落
成
式

い

陳
情
・
・
・
要
請

組
内
各
駅
(
本
町
は
、
花
石
、

組
川、

今
金
)
で
取
拙
い
さ
れ
て
い
る
荷
物
(
チ

y

キ
、
小
桁
物
)
を
拠
内

川
直
行
輸
送

方
式
に
転
換
さ
せ
、
拠
内
駅
を
八
雲
、

長
万
部
駅
と
定
的
、
少
量
荷
物
取
扱
い

(。

北
海
道
社
会
貢
献
賞

(
自
治
功
労
者
)
受
章

こ
れ
円
去
悟
式
が

H
H
n
川
に
北
山
町

巡
庁
に
お
い
て
航
路
知
怖
か
り
点
持
さ

れ
ま
し
た
。

H
納
に
つ
い

て
は
、
明
治
叫
年
に
久

述
郡
大
成
町
に
生
れ
よ
正
4
年
に
桃
と

と
L
に
今
金
町
へ
梓
住
さ
札
ま
し
た
.

今
金
口
守
的
一
品
等
小
学
校
、
今
世
庁
年

学
校
に
学
び
、
一
見
に
事
業
を
継
〈
た
め

昭
和

5
年
に
仙
台
市
町
尚
工
行
工
ぷ
折

導
所
木
工
科
へ
、
高
度
技
能
を
判
得
さ

れ
ま
し
た
。
後
昭
和
同
年
に
京
共
脂

と
し
て
抄

i
続
川
市
川
を
図
り

T
腕
を
売

却
し
て
現
花
的
経
営
法
拙
を
冊
立
さ
れ

ま
し
た
。

地
方
日
リ
市
町
船
興
に

つ
い
て
は
附

和
忽
年
に
利
別
付
金
調
日
と
し
て
初
当

選
以
来
、
昭
和
国
年
ま
で
の
四
年
間
町

長
さ
に
わ
た
り
訂
航
さ
れ
て
き
ま
し
た
巴

ニ
の
川
附
相
羽
年
か
ら

8
年
州
、

総
務
常
任
妥
員
長
を
、
昭
和
叫
年
か
Lη

4
ヵ
年
問
、
産
業
常
任
委
口
氏
、
昭
和

isi 
村

徳

蔵

さ
ん

完

成

商

主
μ
f
今
金

刊
年
か
ら

4
ヵ
年
問
、
総
務
品
任
吾

μ

民
、
附
利
回
年
か
ら
4
ヵ
年
川
、
山
曲
設

市
任
委
只
長
、
今
金
町
監
古
口
を
4
ヵ

年
間
務
め
る
な
ど
、
議
会
制
皮
肉
日
尚
、

地
域
的
制
興
且
び

H
M比
一
削
祉
町
内
上
に

H
献
さ
れ
ま
し
た
.

吏
に
は
北
部
楠
山
地

h
中
小
企
業

相
談
所
今
世
町
技
能
布
協
会
民
、
川

保
梢
院
巡
目
畳

H
、
今
品
川
間
消
防
畳
n
H

全
委
員
長
、
北
楠
山
衛
生
セ
ン
タ
組

A
H
議
会
刷
市
品
川
区
楠
山
技
能
品
協
議
会

民
主
ど
、
散
多
〈
叫
航
任
さ
れ
、
地
五
円

前
向
振
興
発
岐
に
寄
与
さ
れ
た
こ
と
は

大
で
あ
り
ま
す
。

教
山
川
町
出
川
刊
に
つ
い
て
は
、
昭
和
田

年
を
ム
リ
だ
し
に
、
日
付
仲
間
A

，At
小

F

校
P
T
A
全
長
は
年
間
道
立
今
金
品

等
ザ
椛
p
I
A
刷
会
氏
、
同
年
間
同
校

定
時
制
教
打
似
興
会
民
.
ぽ
に

8
年
間

今
金
町
社
会
教
科
H
安
只
長
な
ど
の
他
、

A
F
金
町
体
山
口
協
会
刷
会
長
時
宇
校
教

f
、

，マー

ス
ポ

1
y
出
興
と
刺
広
〈

M
航
さ

れ
て
わ
り
り
ま
す
.

産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
本
町
円

駅
を
理
由
に
制
捌
仙
輔
の
荷
物
取
撒
い
を

廃
止
す
る
と
言
う
雌
し
い
計
画
と
な
っ

て

お

り

ま

す

。

、

拠
点
駅
到
訓
刑
判
判
物
は
、
自
動
車
輸
送

に
て
配
達
す
る
と
町
、
」
と
を
本
町
の
ほ

か
附
係
町
に
示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
関
係
町
を
も

っ
て
絶
体
反
対
的
担
志
表
明
を
再
参
に

わ
た
り
陳
情
、
要
鮒
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
.

@
旅
客
輸
送
に
つ
い
て
は
、

2
月
1
日

に
予
定
し
て
い
る
列
車
ダ
イ
ヤ
改
正
に

合
わ
せ
て
国
縫
(
瀬
棚
)
函
館
間

的
「
急
行
せ
た
な
」
を
廃
止
し
て
、
快

速
列
車
に
転
換
す
る
改
普
計
四
が
だ
さ

れ
ま
し
た
。

こ
め
世
間
成
式
が
は
月

5
日
に
仙
さ
れ

ま
し
た
。
建
築
山
川
造
は
、
鉄
筋

コ
ン
ク

リ

ト

造

2
階
挫
、
建
築
面
的
制
耐、

総
市
中
業
山
町
1
抽
出

7
千
4
百
出
万
円
と
な

っ
て
お
リ
ま
す
。

金
阪
小
学
校
は
、
昭
和
8
年
に
木
造

に
て
挫
築
さ
れ
、
印
年
を
経
過
し
た
主

何
校
骨
で
あ
り
ま
し
た
.

校
下
父
兄
町
長
年
の
念
願
市
中
別
で
あ

り
、
そ
の
夢
が
実
現
し
た
心
的
で
す
.

校
合
内
外
畿
は
白
く
、
玄
関
は
円
形

的
ア
チ
形
で
モ
ダ
ン
右
往
物
で
す
.

町
長
を
始
め
来
質
的
方
々
か
ら
の

あ
い
さ
つ
や
祝
紳
‘
お
礼
的
官
裁
が
あ

り
ま
し
た
.

そ
町
中
で
、
金
原
は
明
治
日
年
9
月

に
簡
易
教
育
所
が
開
設
と
記
録
が
あ
り
、

地
仲
広
量
で
あ
る
脱
業
向
推
進
を
悶
る

た
め
、
農
業
構
泣
改
苦
事
業
、
山
村
阪

興
対
策
事
業
等
、

土
地
正
保
政
仙
の
促

進
に
努

h
さ
れ
‘
内
帥

EHH官
町
広
定
を

虫
悦

L
、
熱
且
を
注
が
れ
て
き
ま
し
た
.

保
地
衛
生
町
掠
興
に
つ
い
て
は
住

民
同
蝕
版
保
持
干
助
対
策
的
陣
立

の

た
め
に
、
昭
和
認
年
町

t
川
保
冶
療
所

目
設
山
由
推
進
的
原
動
力
と
な
り
、
凶
似

荊
院
運
川
口
幸
只
を
同
年
川
町
長
さ
に
わ

た
リ
務
め
ら
れ
附
初
日
年
凶
保
耐
院

の
改
築
町
法
舵
づ
〈
リ
に

H
献
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

民
に
、
同
民
地
成
保
険
事
業
同
地
全

財
政
巡
官
に
軒
h
H
さ
札
た
功
同
制
は
多
止

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

地
域
開
発
的
制
興
に
つ
い
て
は
、
今

金
町
総
合
川
阿
川
川
町
仰
の
も
と
に
、
川
、

辺
町
長
期
計
阿
に
即
応
し
た
市
北
川
叫
に
時

力
さ
れ
後
ぶ
利
別
川
左
右
伴
総
合
か

ん
ば
い

F
阜
、
足
利
河
ダ
ム
他
設
、
今

全
車
部
地
区
民
地
開
発
事
業
守
的
制
逃

と
、
更
に
技
能
者
向
打
成
助
氏
の
た

め
技
能
町
協
会
的
州
立
、
組
純
化
を
図

る
念
ど
、
柏
山
技
能
品
協
議
会
H
K
を
就

任
、
ま
た
技
能
検
定
制
皮
肉
確
立
を
さ

れ
る
会
ど
地
山
崎
開
発
に

H
航
、
持
力
さ

札
て
急
ま
し
た
.

世
朕
に
つ

い
て

は

昭

和
制
作
ザ
に
全

道
議
長
会

(
同
年
融
)
表
幹
、
昭
和
昭

4ι
全
州
議
長
全
'H
リ
戸
川
功
切
者

(
日
年

紬
)
点
持
、
附
和
田
年
に
全
辺
市
川
工
会

役

M
と
し
て
化
出
辺
住
築
上
金
か
ら
主

将
、
明
相
日
年
に
全
道
P
T
A
会
長
匹
、

ニ
円
快
速
列
車
は
、
ス
ピ
ド
に
つ

い
て
は
変
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
具
体
的

に
は
上
り
列
車
は
、
現
行
停
車
駅
よ

り
6
駅
多
〈
停
車
、
四
分
の
時
間
延
長

と
な
り
ま
す
.

更
に
、
下
り
列
車
に
つ
い
て
は、

3

駅
多
く
停
車
、

4
分
町
時
間
短
長
と
な

る
も
の
で
す
.

だ
が
、

2
行
料
金
に
つ
い
て
は
、
必

裂
と
し
な
い
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
.

こ
れ
を
受
け
ま
し
て
、
関
係
3
町
に

て
協
議
検
討
を
重
ね
ま
し
た
結
巣
、
い

ず
れ
も
関
係
住
民
に
不
利
不
便
を
あ
た

え
る
こ
と
か
ら
、
税
状
維
持
を
強
く
う

っ
た
え
、
巡
輸
大
臣
、
官
国
局
長
等
凶

係
機
関
に
陳
情
、
要
舗
を
し
て

い
る
と

回
年
余
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
.

学
校
、
家
庭
、
地
域
が
一

体
と
な
っ

て
立
祇
念
教
育
を
し
て
く
だ
さ

い
の
言

菰
が
あ

っ
た
他
、
児
盛
代
表
と
し
て

6

年
生
町
中
山
裕
史
君
か
ら
、
旧
校
舎
は

諜
く
ト
イ
レ
も
落
ち
そ
ヲ
主
古
い
も
の

で
し
た
.
で
も
今
度
は
、
幌
か
く
、
教

門
主
に
乎
洗
い
が
あ
り
、
烈
板
も
見
や
す

い
で
す
.
勉
強
に
い
っ
そ
う
励
み
ま
す
、

と
立
廿
び
的
官
誌
を
述
べ
て
お
り
ま
し
た
.

更
に
、
小
林
校
長
か
ら
、
新
校
合
に

な
り
ま
し
た
が
新
し
い
伝
統
づ
く
り
に

運
動
勉
強
に
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

紫
附
ら
し
い
学
校
が
で
き
ま
し
た
こ

と
を
感
却
し
ま
す
と
話
し
て
お
り
ま
し

た。

L ι 

附
制
的
品
年
に
全
辺
諸
民
会

(
お
年
拙
)

五
杉
、
昭
和
田
年
に
性
能
者
養
成
と
職

E
訓
融
の
振
興
と
し
て
北
海
道
知
事
か

均
感
席
状
、
昭
利
幻
年
に
全
国
議
長
全

自
治
功
労
者

{
却
年
組
)
特
別
様
相
刷
、

昭
和
田
年
に
支
庁
長
か
ら
自
治
功
労
者

占
特
等
‘
数
々
町
宜
舵
を
有
L
、
議
会

制
皮
肉
υ
片
品
、
地
域
振
興
且
び
位
以
編

制
的
向
上
に

一H
峨
さ
札
た
功
制
は
多
大

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
度
、
北
海

辺
社
会
JH
献
批
(
什
治
功
労
抗
)
の
畳

市
町
に
な

っ
た
も
の
で
す
。

月

日

現

在

北海道痩業基本調査

北出道で相年築地しておりますこの淵査を今年

度も実施することになりました@

淵者J:tが各z澗1't対 組牒コまを訂'j1I1J ~、たします町で

ご協力をお闘いいたします。

③⑨⑧⑧⑧⑧⑪ 

こ
ろ
で
す
.

( 4) 

y 

ズ

④ 

地
名
の
由
来

(臨
調
S
隼
包
周
刊
日
字
書
鵡
正
)

鈴
岡
{
旧
字
名
北
金
原
}

字
金
原
と
同
様
で
、
東
京
都
の
金
原

明
普
氏
の
所
育
地
で
あ
り
、
限
場
管
理

人
で
あ
り
ま
し
定
鈴
木
幾
太
郎
氏
ガ
静

岡
県
の
秋
葉
神
社
か
ら
分
仰
を
も
っ
て

き
て
、
鈴
岡
抑
紅
(
火
の
綿
織
)
巳
祭

つ
芝
も
の
で
あ
り
ま
す
。

現
字

8
は
、
鈴
木
氏
の
可
晶
画
L

と
静

岡
県
の
「
岡
」
と
で

J
田
岡
」
と
レ
芝

も
の
で
あ
り
ま
す
。台

(
パ
ン
ケ
、
オ
イ
チ

ヤ
ヌ
ン
ベ
}

戸
イ
ヌ
語
で
あ
り
、
字
八
束
と
司
様

の
意
味
で
あ
り
ま
す
。

現
字
名
は
、
日
進
月
歩
、
日
に
月
巳

芝
え
ず
進
歩
す
る
こ
と
を
願
い
「
日
進
」

と
呂
づ
け
ら
れ
ま
し
足
。

旭
台
は
、
東
に
近
い

E
陵
地
で
陽
の

出
ガ
早
い
こ
と
か
ら
「
姻

A
P
と
名
づ

け
う
れ
ま
し
芝
。

日

選
・
旭

舎
金
町

明
治
初
年
(
一
八
九
七
年
〉
瀬
棚
町

ガ
ら
分
村
、
昭
和
白
年
(
一
九
四
七
年
)

叩
月
開
村
印
周
年
在
迎
え
「
利
別
柑
」

を
「
今
金
町
」
と
忍
柿
し
疋
も
の
で
す
。

別
別
刊
は
、
原
名
戸
イ
ヌ
語
で
「
ト

シ
ュ
ン
、
ベ
ツ
」
ガ
騒
批
し
だ
も
の
で
、

「
虻
川
」
ま
た
は
「
縄
川
」
の
意
昧
で
、

利
別
川
の
幅
削
鏑
畏
蛇
の
ご
と
き
形
状
か

ら
名
づ
け
ら
れ
だ
も
の
で
す
。

舎
金
と
は
、
本
町
開
拓
の
祖
、
品
コ
何

藤
次
郎
氏
、
金
森
石
郎
氏
商
氏
の
冠
文

字
を
と
り
、
両
氏
の
草
創
の
め
績
を
家

く
後
世
に
記
念
す
る
疋
め
名
づ
け
ら
れ

疋
も
の
で
す
。

山
恒
子
名
に
つ
い
て
は
、
新
字
呂
の
中

に
い
く
つ
も
の
字
名
ガ
加
わ
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
主
な
も
の
を
と
ら
え
て
お

り
ま
す
。

-
参
者
資
料

l
利
用
し
だ
資
料
は
、
品
コ

金
町
史
、
開
周
回
想
録
、
戸
イ
ヌ
語
辞

典
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

近
々
、
問
区
ご
と
の
主
怠
出
身
県
を

調
べ
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

利
用
目
的
は
、
町
史
の
参
一
書
資
料
と

し
定
い
も
の
で
す
。

地
名
の
由
来
は
こ
れ
を
も

ち
ぎ
し
て
終
り
ま
す
。

知

り

だ

い

こ

と

、

掲

載

希

望
の
こ
と
ガ
あ
り
ま
し
た
ら

ご
連
絡
く
定
さ
い
。

ま
だ
、
地
区
で
の
話
題
に

な
っ
て
い
る
こ
と
芯
と
を
お

知

ら

せ

く

芝

さ

い
。

企
画
課
広
報
係

( ， ) 



後
志
利
別
川
築
堤
工
事

後
志
利
別
川
は
、
瀬
棚
町
の
河
口
か

句
間
同
町
延
長
と
田
川
町
流
域
而
山引
を

有
し
て
お
り
ま
す
。

北
海
道
で
も
大

一
級
河
川
町
一
本
に

数
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
剖
同

町
内
、
尖
利
河
ダ
ム
下
流
日
加
に
つ
い

て
開
発
組
設
部
町
河
川
管
理
と
主
り
ま

tj
。下

流
町
四
回
に
つ
い
て
は
、
断
定
を

人
目
的
て
い
批
准
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
的

築
見
は
、
主
流
町
一
部
を
含
む
左
右
総

延
長
は

m
M
(
回
%
)
と
な
り
ま
す
。

こ
の
残
に
つ
い
て
は
第
三
期
計
闘

、
今
徒
約
叩
ヵ
年
町
議
月
を
加
古

し
そ

3
で
す
。
曲
さ
れ
た
所

は
、
上
流
地
区
町
今
金
だ
け

F

と
な
り
ま
す
。

'
上
流
に

つ
い
て
は
急
流
町

a，
た
め
‘
枕
述
が
早
く
、

i
j

」
F

噂
岸
工

F
と
併
用
し
て

進
的
な
け
れ
ば
な
ら

と句

昭山昭
和田和

58 ~" 57 
"1 太年
度自1¥皮
更さ
にん中

;也 ~L!
li 先 7
中ま号
地 で 組
区の i立
の!倒8路

波 m か

辺
柄
市
き
ん
か
ら
西
凶
#
夫
さ
ん
地
先

ま
で
の
国

m
が
柄
引
築
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
ま
ず
は
証
心
し
て
定

住
が
で
き
、
桃
作
が
で
き
る

も
の
と
聞
い
わ
れ
ま
す
。

こ
の
築
削
悼
の
路
備
に
よ
り
、

有
休
地
が
で
き
ま
す
の
で
、

こ
の
地
的
払
下
げ
を
す
る
べ

く
枯
討
中
と
の
こ
と
で

築増された住中地区築堤

仁「

こ
の
事
業
は
、
白
石
、
金
原
町

一
一地

区
を
対
訟
に
昭
和
田
年
度
か
ら
実
施
さ

れ
て
お
り
、
推
進
事
業
を
践
し
て
今
年

が
恥
終
年
次
に
な
り
ま
し
た
。

企
服
地
区
は
八
人
り
構
成
を
も

っ

て
ス
タ

l

}
し
ま
し
た
。

乾
叫
地
設
は
、

U
J
4
北
が
設
置
さ

れ
、
同
月
日
日
か
ら
鯨
動
開
始
と
な
り

ま
し
た
a

金
原
中
央
機
械
利
用
組
合
長
上
野

部
長
は
、
止
の
よ
う
に
話
し
て
お

り
ま

し
た
。な

ん
だ
か
ん
だ
あ
り
ま
し
た
が
実
施

す
る
こ
と
に
主
り
ま
し
た
。
単
独
融
資

事
業
で
導
入
し
た
印
刷
機
を
利

用
し
た
共
同
育
苗
円
柏
討
、

そ
札
と
完
全
共
同
粧
品
と

し
て
口
同
町
畑
を
三
人

で
テ
ス
ト
ケ
ー
ス
と

し
て
実
施
し
ま
す
。

こ
れ
が
良
け
れ
ば
、
こ
円
推
進
を
図
リ

完
全
共
同
化
内
輪
を
広
げ
て
ゆ
き
た
い

と
強
い
立
志
表
示
と
意
欲
を
示
し
て

お
り
ま
し
た
。

金
原
地
区
町
王
主
事
業
は
、
生
産
基

盤
監
備
事
業
と
し
て
、
区
画
監
邸
川
同

股
地
造
成
川

h
‘
聞
き
ょ
排
水
u
h

位
時
刻
盤
施
設
l
械
礼
川
、
ト
ラ
ク
タ

附
胤
作
業
機

8
台
が
持
入
さ
れ
る
志

ど
、
内
肱
協
地
設
で
あ
る
出
針
し
ょ
集
出

荷
地
設
町
市
川
町
哨
築
を
含
め
ま
す

と
、
総
本
業
的
は
、

Z
億

6
千

5
百
万

円
超
と
な
り
ま
す
。

白
石
地
区
の
王
な
事
業
は

、
生
産
品
一

部
整
備
事
業
と
し
て
区
画
整
理

U
h

股
地
造
成

M
加
、
時
き
ょ
排
水
町

h
な

の節
金原地区乾燥調整施設落成式

新農業構造改善事業

和と経

d

m

d縄己

4
伊

偏

F

d
F
副
慕

#
r
a伊

4
芦

品

F

A
刊

d
p

d
F
 

a
F
b
B
 

a
F
d
m
 

語
H
4
m

duF
副引

岬

m
d
m

F
M
 

，W

桐
ず

d
d
p
 

d
μ
a
m
F
 

d
m
 

ず
、
そ
の
た
め
年
数
を
要

L

時
聞
が

か
か
り
ま
す
。

一
級
河
川
町
剖
画
概
要
は
、
過
去
を

別
査
、
百
年
に

一
皮
肉
洪
水
を
推
定
し

て
計
四
を
組
ん
で
い
る
も
の
で
す
。

一
日
当
た
り
町
雨
量
(
目
時
間
を
対

象
)
、
地
区
に
よ
り
辺
、
つ
が
平
均
雨
量

3
 

約
創
刊
で
、
各
雨
円
一
品
観
測
所
の
テ
タ

に
よ
り
決
的
て
い
る
も
の
で
す
。

計
同
時
点
と
現
在
と
で
は
、
自
然
的

条
件
、
環
暁
が
変
化
し
て
き
て
お
り
ま

す
。
例
え
ば

、
山
町
同
組
に
し
て
も
、

山
に
は
木
が
主
〈
弘

っ
た

こ

と

そ

の

た
め
保
水
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
と

環
境
カ
整
備
さ
れ
、
道
路
な
ど
の
舗
装

に
よ
り
地
下
校
淫
す
る
こ
と
な
く
表
而

流
水
と
な

っ
て

し
ま
う
こ
と
が
多
く
な

っ
た
こ
と
で
す
。
ま
た
自
世
的
に
も

集
中
京
間
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ

と
で
す
。

築
唱
が
で
き
れ
ば
終
っ
た
の
で
は
主

〈
、
河
口
の
掘
削
が
完
成
し
て
は
じ
め

て
完
成
と
な
り
は
す
。

築
堤
高
か
ら
旧
酬
の
余
有
を
要
し
、

こ
れ
は
、
供
水
に
な
る
と
流
闘
が
副
大

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
水
が
油
状
に
な

る
こ
と
か
ら
で
す
。

英
利
河
ダ
ム
が
出
来
る
こ
と
に
よ
り
、

河
口
に
お
け
る

一
科
当
た
り
の
調
整
ト

ン
数
は

、
現
在
一
?
で
あ
っ
た
も
の
が

ダ
ム
の
造
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り

m
J
と

な
り
ま
す
。
と
開
発
建
設
部
後
志
利
別

川
改
修
事
業
所
内
金
沢
副
長
は
話
し
て

k
u
N
Y
会
4
F
lし
わ
~
。

くC 

ど
他
、
乾
燥
倒
盤
施
設
1
隙
間
田
川
、

ト
ラ
ク
タ
附
属
作
業
機
日
台
と
、
更

に
は
、
簡
易
水
道
施
設
主
ど
を
含
め
る

と
総
事
業
山
口
は

‘
-
億

6
千

2
百
万
円

こ
れ
等
に
よ
り
関
係
町
は

、
安
住
の

地
と
な
り
そ
う
で
す
。

( 6 ) 

美
利
河
タ
ム
工
事

国
年
は
仮
設
工
事

今
年
度
は
似
設
工
事
が
王
で
、
コ

/
ク
リ
ト
村
町
製
造
工
場
主
ど
で
あ

り
ま
す
。

ダ
ム
工
事
に
つ
い
て
は
、
試
檎
工
事

が
主
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
掘

さ
く
工
事
は
本
工
事
と
し
て
施
行
中
と

の
こ
と
で
す
。

9
月
下
旬
現
在
で
は
取
付
近
齢
、

備
に
つ
い
て
は
、
は
ほ
完
成
町
状
態
で

し
た
。
工
事
現
場
は
、
作
業
を
合
的
ま

すし
ζ

二
百
人
余
り
の
人
達
が
膨
大
な
る

敷
地
町
中
で
皿
機
と
と
も
に
働
い
て
い

る
光
対
は
羽
快
な
も
の
で
す
。

起
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
等
の
事
業
に
よ
っ
て
、
出
品
か
な

農
家
経
営
が
確
立
さ
れ
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

覚
せ
い
剤
や
め
ま
す
か
ノ
.

そ
れ
と
も

人
間
や
め
ま
す
か
ノ
.

し
の
び
よ

守
党
せ
い
剤
乱
用
防
止
推
進
員
の
設
置

に
つ
い
て

こ
の
た
び
「
北
陣
道
党
せ
い
剤
乱
用

防
止
推
進
日
制
度
」
が
叩
月
四
日
付
て

新
た
に
充
足
さ
れ
、
化
梅
道
知
事
か
ら

委
嘱
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

推
進
員
大
念
行
雄
氏
(
的
歳
)
昭

和
町
在
佳
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

委
嘱
期
間

昭
和
白
年
3
月
旧
日
迄

マ
覚
せ
い
剤
の
追
放
に
み
が

さ
ん
の
ご
協
力
に
つ
い

τ

の
手

道
内
に
お
け
る
同
年
一
年
間
同
党
せ

い
剤
輸
幸
人
只
は
辺
人
を
数
え
検
苧

内
数
全
国
第
2
位
向
悲
粘
呆
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

北
部
柑
山
廿
内
に
お
い
て
も
、

7
人

的
検
苧
者
が
で
て
お
り
、
当
地
方
に
も

党
せ
い
制
的
底
的
手
が
の
び
て
き
て
お

り
ま
す
。

一
人
一
人
の
党
せ
い
削
町
弊
害
に
対

す
る
自
党
、
認
臓
が
不
足
し
て
い
る
こ

と
が
大
き
な
要
因
と
主
っ
て
お
り
ま
す
。

ハ
今
金
保
健
所
か

句
V

今
金
幼
稚
園
長
が
変
り
ま
し
た

能
代

毅

悶

長

が

病

気

の

た

め

日
月

日

日

付

で

退

職

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

後
任
に
、

今

金

小

学

校

長

印

鎗

悟

郎

氏

が

任

命

さ

れ

念
。
$
し
れ
~
。

(7] 
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農業経営の複合化をめざし

業の振

市
生
括
的
中
で
徐
々
に
形
成
さ
れ
て
い

く
の
で
す
。
従
っ
て
‘
心
臓
病
を
防
ご

う
と
思
っ
た
ら
、
遅
〈
と
も
却
代
半
ば

か
ら
町
抗
生
や
、
干
防
に
対
す
る
心
構

え
が
大
切
で
す
。

。
症
状

l
心
臓
の
筋
肉
を
整
っ
て
い
る

冠
状
動
脈
が
動
脈
硬
化
を
起
、
』
し
た
紡

来
、
そ
こ
を
流
れ
て
い
る
血
液
が
不
足

す
る
た
的
に
起
こ
る
敵
陣
で

棋
心
症
の
場
合
、

①
み
ぞ
お
ち
ゃ
前
胸

部
の
あ
た
り
が
、
突
献
し
め
つ
け
ら
れ

る
よ
ヲ
む
圧
迫
仰
が
あ
る
.
②
摘
み
は

一
般
に
前
胸
部
内
か
な
り
広
範
に
わ
た

る
、
③
こ
こ
が
仰
い
と
指
で
示
す
こ
と

が
で
き
主
い
.
④
夜
間
や
安
静
時
に
起

こ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
多
く
は
体
を
動

か
す
こ
と
に
よ
っ
て
誘
発
さ
れ
、
安
静

を
守
っ
て
い
る
と
普
通
は
数
分
以
内

に
お
さ
ま
る
.
ニ
ト
ロ
グ
リ
セ
リ
ン
製

剤
を
舌
下
に
昔
む
と
、
的
確
に
効
m
ー
が

あ
ら
わ
れ
る
の
も
大
き
な
特
徴
で
す
.

心
筋
硯
器
内
場
A
円
、
①
痛
み
は
ケ
タ
は

ず
れ
に
激
烈
。
②
安
静
に
し
て
も
お
さ

ま
ら
ず
数
時
間
か
ら
場
合
に
よ
っ
て

は
数
日
間
続
く
こ
と
も
め
ず
ら
し
く
あ

り
ま
せ
ん
.
ニ

ト
ロ
グ
リ
セ
リ
ン
刑
が

劫
か
な
い
ニ
と
も
特
徴
町
一
つ
で
す
.

た
だ
し
、
お
年
帯
り
の
場
合
.
担
に

呼
岨
困
難
と
な

っ
た
り
、
融
し
い
脱
力

感
に
お
そ
わ
れ
た
り
、
市
汗
を
か
い
て

ぐ
っ
た
リ
す
る
だ
け
と
い
う
形
を
と
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

。
心
臓
病
に
な
り
や
す
い
晶
件

①
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
が
問

こ
の
地
設
は
、
盟
堂
町
佐
升
山川

一
さ

ん
が
代
表
と
む
り
他
4
名
が
一
体
と
生

リ
共
同
経
，
L
を
始
め
た
も
の
て
す
。

ニ
れ
を
舶
め
た
そ
も
そ
も
の
き

っ
か

け
は
、
州
M

受
に
山
畑
木
が
助
出
し
て
い
る

こ
と
か
ら
‘
ニ
町
利
を
な
ん
と
か
山
来

な
い
も
の
か
と
yd
え
ま
し
た
と
こ
ろ
、

制
度
タ
ニ
シ
の
話
が
あ
り
「
こ
れ
だ
」

と
や
り
ま
し
た
.

現
在
は
、
水
田
町
休
耕
や
市
災
者
に

よ
リ
民
主
所
得
が
伸
び
悩
ん
で
お
り
、

日
用
に
出
る
か
、
組
合
化

.
M
業
と
し

o C 

い
人

(
正
常
値
は
酬
明
前
後
)
②
血
圧

円
高
い
人
③
結
尿
病
問
あ
る
人
@
柿
風

向
あ
る
人
⑤
肥
満
町
人
⑥
油
っ
こ
い
も

の
(
動
物
性
脂
肪
)
町
肝
き
む
人
⑦
巡

動
不
足
何
人
.
適
切
主
運
動
は
血
管
の

む
き
を
似
ち
ま
す
③
ヘ
ピ
ス
モ
カ

l
、
-
岡
田
本
吸
ヲ
人
は
吸
わ
な
い
人

的
2
情
、
刊
本
版
ヲ
人
は

5
i
G
伐
の

危
険
車
が
あ
リ
ま
す
.
従

っ
て
、
平
紫

か
ら
予
防
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
以
上
司

8
占
円
逆
を
由
け
ば
よ
い
の
で
す
。
も

う
す
で
に
結
尿
荊
舟
町
疾
忠
が
あ
れ
ば
、

医
師
か
ら
の
指
示
を
受
け
州
気
を
上

手
に
コ
ノ
ト
ロ
ル
し
て
い
く
こ
と
が

福
祉
課
保
健
係

必
要
で
す
.

0
発
作
予
防
の

コ
ツ

挟
心
症
町
場
合

①
市
血
圧
を
治
す
血
圧
が
向
い
こ
と

は
、
そ
れ
だ
け
心
筋
肉
血
流
の
前
裂
が

向
い
こ
と
を
不
し
て
い
ま
す
。

同
時
に

冠
動
脈
の
硬
化
を
促
進
し
ま
す
。
す
で

に
高
い
場
合
は
、
医
師
向
指
示
を
受
け

ま
し
ょ
う
。
②
肥
満
防
止
成
人
的
体

霊
的
地
捕
は
、
ほ
と
ん
ど
が
脂
肪
円
増

減
で
す
@
そ
同
地
加
が
そ
の
ま
ま
発
作

の
引
き
金
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
.

③
貧
血
を
治
す

l
貧
胤
は
特
判
明
さ
れ
が

て
姑
的
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
.

原
極
と
し
て
鵬
入
し
た
の
が
一
万
個

一
日
当
た
り
の
繁
拙
力
は
、
お
よ
そ
千

5
百
カ
ら

2
千
例
に
主
り
、
日
月
同
日

刑判
ht
で
は
、
日
万
か
ら
初
万
例
に
附
舶

し
て
お
り
ま
す
.

タ
ユ
ン
円
相
日
が
一
人
前
に
主
リ
出

荷
で
き
る
ま
で
に
な
る
の
は
‘

4
ヵ
月

は
と
の
則
問
を
嬰
し
、
伺
料
は
生
野
菜

を
主
立
と
し
ま
す
。
た
だ
宜
欲
が
お
う

慌
で
‘
一
日
当
た
り
肉
食
事
泣
は
、
四

同
に
も
主
る
と
か
I
ll.

施
設
脱
税
は
‘
却
万
例
ま
で
山
叩

月
同
日
現
在
で
柏
市
i
田
万
制
に
繁
殖

ち
で
す
が
血
液
が
薄
か
っ
た
り
不
足

す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
心
臓
は
余
分
に
働

か
な
け
れ
ば
主
り
ま
せ
ん
.
そ
の
意
味

で
、
時
や
目
的
場
も
引
き
金
町
一
つ
で

す
.
④
適
皮
肉
辿
動
を

l
迎
動
に
よ
っ

て
、
新
し
い

血
廿
や
バ
イ
パ
ス
が
少
し

ず
つ
で
き
て
与
ま
す
.
随
一
理
は
然
物
で

す
.
⑤
ノ
ン
ヒ
リ
型
向
性
格
に
き
り
か

え
よ
う
.
⑥
必
ず
治
療
を
受
け
る
こ
と

l
発
作
を
お
さ
え
る
だ
け
で
な
く
、
重

大
な
心
筋
硬
塞
へ
の
進
行
を
防
〈
上
で

む
、
大
き
主
語
味
が
あ
る
の
で
す
.

心
筋
硬
塞
的
場
合
、
①
掛
心
抗
的
段
階

で
〈
い
と
め
る
ニ
と
.
②
無
邸
主
が
ん

し
て
お
り
ま
す
.

や
は
り
こ
町
商
売
も
好
き
で
な
い
と

や
札
ま
せ
ん
.

生
産
品
と
し
て
本
時
的
に
出
荷
が
で

き
る
の
は
、
閏
年
巳
入

っ
て
か
ら
で
あ

り
今
年
は
品
化
に
却
念
、
市
場
等
と

契
約
し
た
い
と
訴
し
て
お
り
ま
し
た
.

(( L 

成人病としての心臓病について

ば
り
は
や
め
る
こ
と

1
気
持
ち
の
若
さ

と
冠
動
脈
の
硬
化
は
、
無
関
係
で
す
.

暖
房
の
き
い
た
部
屋
か
ら
と
び
出
し
、

官
か
さ
を
無
理
に
す
る
と
、
一
気
に
発

作
を
起
こ
し
か
ね
ま
せ
ん
。
週
明
な
運

動
を
医
師
か
ら
指
噂
し
て
も
ら
い
ま
し

ょ
う
.
③
風
呂
と
ト
イ
レ
に
気
を
つ
け

る
特
に
危
険
毛
の
が
熱
協
同
長
風
呂

と
、
寒
い
冬
の
夜
の
ト
イ
レ
で
す
。
④

医
師
向
官
理
を
必
ず
受
け
る
こ
と
。

レ
蹴
摘
の
症
状
、
発
作
干
防
等
に

つ

い
て
述
べ
て
き
ま
し
た
が
砂
ロ

i
マ

は

一
日
に
し
て
主
ら
ず
e

町
ご
と
〈
、

心
臓
病
も
あ
る
日
突
然
つ
く
ら
れ
る
も

タ
ニ
ン
町
常
的
世
価
に
つ
い
て
は
、
エ

オ
ル
キ

1
剖
カ
ロ
リ
、
カ
ル
ン
ウ
ム
千
三

百
略
、
ビ
タ
ミ
ン

A
五
八
O
叩旬
、鉄
骨
一
九

四
時
と
す
ば
ら
し
い

L
円
が
あ
り
ま
す
.

こ
の
こ
と
が
広
報
枇
に
の
る
こ
ろ
に

は
か
主
り
の
散
と
主
り
、
や
が
て
は
皆

栂
の
テ
ー
ブ
ル
に
の
る
ニ
と
で
し
ょ
ヲ
。

( 8 ) 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
.
本
年
も
健
康
で
過
さ
れ
ま
す
よ
う

保
健
婦

一
同
心
か
ら
お
祈
り
巾
し
あ
げ

ま
す
.

き
て
本
年
も

n
保
他
向
車
e

を
1
月

号
か
ら
連
制
す
る
わ
け
で
す
が
.
こ
の

コ
ー
ナ
ー
を
、
皆
椴
の
他
康
管
理
に
役

立
て
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
一
層
内
容

を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
.

今
凶
は
、
成
人
柑
と
し
て
の
心
臓
梢

が
刷
加
し
て
き
で
い
る
こ
と
か
ら
、
掛

心
症
、
心
筋
磁
器
を
中
心
に
述
べ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。
昔
は
挟
心
症
や
心

筋
唖
塞
と
い
え
ば
‘
老
人
的
病
気
の
よ

ヲ
に
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
で

は
却
代
、
刊
代
的
川町性
で
む
さ
ほ
ど
め

ず
ら
し
〈
屯
〈
、
立
世
は
閉
経
朋
を
境

と
し
て
、
急
激
に
明
え
て
い
ま
す
.
ニ

れ
句
の
心
臆
病
に
よ
る
死
亡
車
は
わ
ず

か
却
年
余
で
、

4
惜
に
も
激
閉
し
て
い

る
の
で
す
。
原
因
を

一
口
に
い
之
ぱ

動
物
性
脂
肪
的
抗
取
や
肥
満
‘
運
動
不

足
、
ス
ト
レ
ス
の
附
大
志
ど
、
生
括
的

欧
米
化
と
い
え
ま
し
ょ
う
.
し
か
む
こ

れ
ら
の
心
臓
荊
は
、
民
年
に
わ
た
る
日

の
で
は
あ
リ
ま
せ
ん
。
日
頃
の
干
防
が

大
切
で
す

L
.
す
で
に
心
臓
病
と
睦
断

さ
れ
た
人
で
も
治
療
と
合
わ
せ
た
恒

理
の
な
い
生
活
を
す
る
こ
と
で
、
快
適

な
生
活
が
過
せ
る
町
で
す
。
生
ま
れ
る

以
前
か
ら
働
き
続
け
て
い
る
自
分
内
心

臓
に
つ
い
て
、
今

一
度
巧
え
て
み
て
下

さ
い
.

最
後
に
ガ
ン
輸
件
目
的
お
知
ら
せ
で
す
。

婦
人
科
ガ
ン
検
診
2
月
1
日
刷

1
5
日

師
、
四
ガ
ン
検
診
2
月
日
目

ωM日
ω

で
す
。
群
し
い
背
中
は
後
日
回
覧
が
ま
わ

り
ま
す
.
皆
さ
ん
桁
極
的
に
受
診
し
ま

し
ょ
う
.
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親
に
対
し
て
は
き
わ
め
て
冷
淡
で
不

機
嫌
な
表
情
告
示
し
ま
す
。
親
は
、
自

分
を
信
頼
し
、
白
骨
に
甘
え
、
何
で
も

楽
し
そ
う
に
話
し
か
け
て
く
れ
た
幼
児

則
的
こ
と
を
思
い
出
し
、
ど
う
し
て
こ

第

一
反
抗
期
の
子
供
と
親

子
供
を
立
派
に
育
て
上
げ
た
親
に

赤
ち
ゃ
ん
の
時
代
か
ら
成
人
し
て
観
的

家
か
ら
離
れ
て
い
く
日
ま
で
の
こ
と
を

顧
み
て
‘
相
帆
か
句
見
て

一
番
か
わ
い
い

と
思
っ
た
時
期
、
最
も
心
配
や
苦
骨
的

多
か
っ
た
時
期
は
い
つ
ご
ろ
で
し
た
か
、

と
聞
い
て
み
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
.

回
答
に
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
が
か

わ
い
い
と
思
っ
た
の
は
幼
稚
園
か
ら
小

学
校
の
低
学
年
の
こ
ろ
、
そ
し
て
苦
労

円
多
か
っ
た
の
は
中
学
生
向
後
半
か
ら

高
校
内
前
半
こ
ろ
、
と
い
う
答
え
が

た
く
さ
ん
何
ら
れ
ま
し
た
.

第
二
反
抗
期
と
い
う
の
は
、
中
学
か

ら
高
校
内
時
期
に
あ
た
り
ま
す
。
親
が

子
供
の
た
め
を
思
っ
て
宮
ヲ
こ
と
が

ヲ
る
さ
い
干
捗
と
受
け
取
ら
札
、
「
子

供
敏
い
し
な
い
で
〈
札
」
、

「
余
計
な

口
出
し
を
し
な
い
で
放
っ
て
お
い
て
〈

れ
」
な
ど
と
干
供
は
宮
い
ま
す
.

子
供
は
父
親
と
は
な
る
べ
く
一
緒

に
な
る
こ
と
を
避
け
、
会
っ
て
も
祝
綿

を
そ
ら
し
父
税
が
何
か
尋
ね
て
も
つ
つ

ん
」
と
か
「
迎
、
っ
」
と
い
う
だ
け
で
内

容
的
あ
る
筒
を
し
ま
せ
ん
.
友
達
と
は

愉
快
そ
う
に
つ
き
合
っ
て
い
る
の
に
、

，r抗日
ppk

，、
qfA主
主
J
K
V

|税金ミニ教室l

員首

与

〈
贈
与
税
と
は
〉

附
与
税
は
個
人
カ

L

り
財
産
を

も

」つっ

た
と
き
に
、
そ
町
む
ら
っ

た
人
に
か
か
る
税
金
で
す
.

附
与
税
は
相
続
鋭
的
補
完
税
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
.
む
し
贈
与
税

が
な
い
止
す
る
と
す
べ
て
の
財

産
を
生
前
に
贈
与
し
て
し
ま
う
こ

ん
な
に
変
わ
っ
た
の
か
と
さ
ぴ
し
く
感

じ
た
り
、
ま
た
、
こ
れ
が
税
に
対
す
る

態
度
か
と
観
を
立
て
た
り
し
ま
す
.

税
を
批
判
し
た
り
軽
べ
つ
し
た
り
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
.

こ
れ
ら
の
第
二
反
抗
則
的
鮪
現
組
は
、

親
の
し
つ
け
が
雌
桔
て
権
威
的
で
、

子

供
を
束
縛
す
る
こ
と
の
多
い
家
庭
に
よ

く
見
ら
れ
ま
す
.

最
近
肉
親
は

一
昔
前
肉
親
に
比
べ
て
、

第
二
反
抗
期
的
現
臨
も
あ
ま
り
凡
ら
れ

な
く
な
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

親
に
全
面
的
に
依
存
し
て
い
た
時
期
か

ら
自
立
し
て
い
く
際
に
は
、
程
度
の
迎

い
は
あ
っ
て
も
親
と
子
の
問
に
は
違
和

感
や
摩
擦
が
あ
り
ま
す
。
親
は
税
子

関
係
が
質
的
に
変
化
し
て
い
く
時
期
な

の
だ
と
い
う
ニ
と
を
理
解
し
て

、
子
供

向
友
好
的
で
な
い
態
度
歩
見
守
っ
て
い

る
こ
と
が
大
切
で
す
.
怒
っ
て
干
供
と

け
ん
か
を
し
て
も
得
る
こ
と
は
何
も
あ

り
ま
せ
ん
。

第
二
反
抗
期
は
決
し
て
長
く
は
統
か

主
い
も
の
で
す
.
静
か
に
温
か
く
見
守

っ
て
い
れ
ば
、
や
が
て
大
人
に
な
っ
た

子
供
と
税
と
町
新
し
い
関
係
が
聞
け
て

ぐ

と

税

金

と
に
よ
リ
相
続
税
を
免
が
れ
る
こ
と
が

で
き
る
と
い

3
こ
と
に
な
り
ま
す
.
こ

れ
で
は
‘
財
産
を
相
続
し
た
人
と
の
問

に
税
負
担
の
不
公
平
が
生
じ
ま
す
.

こ
の
よ
う
念
こ
と
が
な
い
よ
う
生

川
町
附
与
に
対
し
て
附
与
税
が
設
け
ら

れ
て
い
る

円
で
す
.

〈贈
与
税
の
計
算
〉

お
年
寄
り
を

い
た
わ
る
気
持
ち

椙
手
白
身
に
な
っ
て
考
え
る
l

|

こ
れ
こ
そ
、
寝
た
き
り
の
年
時

リ
を
れ
御
す
る
と
き
に
最

L
大

切
な
ポ
イ
ン
ト
で
し
ょ
う
.

ま
ず
、
自
分
が
そ
の
立
場
だ

っ

た
り
ど
う
し
て
ほ
し
い
か
‘
巧
え

て
み
て
く
だ
さ
い
。
止
に
、
い
く

」り
相
手
町
立
場
に
立
っ
た
つ
も
り

で
も
、
ま
だ
宜
い
迎
い
が
あ
る
は

く
る
の
で
す
。祖

母

• 

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
す
〈
口
多
出
す

の
で
、
思
う
よ
う
に
し
つ
け
が
で
き
な

い
」
と
か
「
務
理
的
母
が
子
供
を
甘
や

か
す
の
で
わ
が
ま
ま
に
な
っ
て
困
り

ま
す
し
と
、
育
児
に
つ
い
て
暁
き
や
不

平
、
と
き
に
は
怒
り
を
も
っ
て
い
る
母

親
が
よ
く
い
ま
す
.

幼
時
期
的
し
つ
け
が
大
都
と
思
っ
て
、

子
供
向
い
け
な
い
占
を
し
か
る
と
‘
そ

ば
か
ら
夫
同
母
親
が
「
そ
ん
な
に
し
か

ら
な
〈
て
も
い
い
じ
ゃ
な
い
」
と
言
っ

て
、
結
果
的
に
子
供
を
甘
や
か
し
て
し

ま
う
と
い
う
の
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の

よ
う
な
ニ
と
が
重
な
っ
て
昔
か
ら
の
「
嫁

と
姑
」
町
間
組
に
発
臆
し
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
.

最
近
内
町
齢
者
は
若
い
世
代
に
遠
慮

が
ち
な
の
で
、
峨
前
向
よ
う
な
嫁
い
じ

め
と
い
う
現
象
は
ご
く
少
な
く
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
自
分
的
夫
に
先
立
た

れ
、
ひ
と
り
で
生
活
す
る
こ
と
も
で
き

ず
、
息
子
町
家
陛
に

一
緒
に
い
る
お
ば

あ
さ
ん
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

配
偶
者
を
央
っ
た
主
婦
人
は
き
び
し

い
も
の
で
す
。
以
前
の
よ
う
に
仕
事
も

で
き
ま
せ
ん
し
、
体
も
だ
ん
だ
ん
と
弱

く
な
っ
て
き
ま
す
。

幼
い
孫
の
世
間
を
し
て
い
る
と
.
自

分
が
子
供
を
育
て
た
こ
ろ
の
こ
と
を
い

ろ
い
ろ
と
思
い
出
し
ま
す
.
ま
た
孫
が

附
与
脱
は
そ
の
年
同
一
月
一
日
か

り
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
一
年
間
に
、

個
人
か
均
ら
句
っ
た
財
産
的
価
制
を
A
u

u
川
し
そ
の
側
制
か
ら
品
礎
控
除
円
六

卜
万
円
を
必
し
引
い
た
残
制
に
税
率
を

か
け
て
計
訂
さ
れ
ま
す
.
で
す
か
ら
、

一
年
間
に
制
人
か
ら
も
ら
っ
た
財
産
的
側

創
的
合
計
制
が
六
十
万
円
以
下
で
あ
れ
ば

附
与
般
は
か
か
ら
主
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

〈配
偶
者
控
除
v

夫
婦
問
で

M
H川
不
動
産
な
ど
町
附

句
す
が
あ
っ
た
場
令
、
柏
崎
し
て
二
十
年

以
上
向
夫
婦
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
虫
刊

の
す
べ
て
を
刷
た
し
た
と
き
に
は
、作品

…V
基
本
的
な
心
が
ま
え

相
手
の
身
に
な
っ
て
考
え
る

ず
だ
と
、
さ
句
に
一
歩
距
離
を
お
い
て

み
る
の
で
す
。
そ
向
上
で
立
い
迎
い

を
川
崎
め
る
傍
力
を
す
る
|
|
円
相
た
き
リ

の
お
年
寄
り
を
心
か
ら
い
た
わ
り
‘
れ川

護
す
る
気
持
ち
は
、
こ
こ
で
初
め
て
生

ま
れ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

相
手
の
た
め
に
良
カ
札
と
忠

つ
で
し

た
こ
と

L
、
%
に
入
っ
て
ら
」
り
え
な
い

と
気
ま
ず
い
雰
附
気
に
立

っ
て
し
ま
い

が
ち
で
す
.
し
か
し
、
そ
ん
弘
と
き
は
、

と
に
か
く
邸
周
投
与
で
潤
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ

3

0

J
，
、
ん
な
つ
む
リ
で
は
な

か
っ
た
u

な
ど
の
百
い
況
は
‘
か
え
っ

て
お
年
寄
り
の
心
を
閉
ざ
し
て
し
ま
う

原
凶
に
な
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
す
. 父

親

• 
母
親

自
分
に
な
つ
い
て
く
れ
る
と
、
そ
れ
が

う
れ
し
く
、
生
き
が
い
の
ょ
っ
に
も
思

え
て
き
ま
す
.
さ
ら
に
.
子
供
を
育
て

上
げ
た
と
い
う
自
信
か
ら
、
若
い
障
の

や
る
こ
と
が
我
慢
で
き
な
く
な
る
こ
と

も
あ
る
の
で
す
。
も
と
も
と
し
っ

く
り

い
か
な
い
姑
と
嫁
が
、
比
較
的
口
に
出

し
や
す
い
子
供
向
し
つ
け
町
制
凶
を
め

ぐ
っ
て
自
分
町
立
場
を
正
当
化
し
よ

う
と
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
.

父
親
の
中
に
は
.
こ
れ
ら
の
事
情
を

知
っ
て
い
な
が
ら
、
面
倒
な
の
で
知
ら

ぬ
朗
酬
を
し
て
い
る
人
が
あ
り
ま
す
が
、

子
供
向
教
育
の
こ
と
で
母
親
と
裂
が
対

立
し
て
い
る
の
は
決
し
て
い
い
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
.

ま
ず
両
者
向
宮
い
分
を
時
間
を
か
け

て
丁
寧
に
聞
い
て
く
だ
さ
い
。

し
つ
け
の
問
題
は
氷
山
内

一
角
で
、

い
ろ
い
ろ
複
雑
な
対
立
関
係
が
あ
る
こ

と
に
気
が
つ
〈
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
.

母
親
や
裂
も
、
自
分
的
忠
子
や
夫
に
す

っ
か
り
話
し
た
だ
け
で
気
が
附
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
.

そ
の
上
で
、
子
供
向
教
育
に
つ
い
て

は
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
内
事
情
も
あ
り
ま

す
が
、
母
税
が
主
で
祖
母
が
徒
で
あ
る

こ
と
を
静
か
に
繰
り
返
し
て
、

二
人
的

女
性
向
聞
に
し
ニ
り
の
残
ら
な
い
よ
う

に
説
明
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
.

L ( 

礎
控
除
の
は
か
に
‘
最
同
一
千
万
円
ま

で
の
配
偶
者
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
控
除
を
受
け
よ
フ
と
す
る
人
は
、

戸

m
m
(抄
)本
、
附
与
財
産
の
登
記
簿

山口
(
抄
)本

住
民
玖
町
巧

L
屯
と
円
占

献
を
悦
説
明
に
拠
出
し
て
く
だ
さ
い
.

〈親
族
問
の
金
銭
貸
借
〉

税
子
や
去
掛
介
。
ど
、
特
別
な
附
係
に

あ
る
人
と
町
川
的
金
銭
円
貨
併
に
は
、

そ
の
返
済
に
つ
い
て
「
あ
る
時
払
い
向

山
他
な
し
」
主
ど
の
よ
う
ヰ
も
の
が
め

リ
ま
す
.
こ
の
よ
う
に
形
式
的
に
は

金
銭
貸
借
で
む
実
質
的
に
附
与
と
認
め

ら
札
る
も
の
に
つ
い
て
は
贈
与
脱
が
か

繰
り
返
し
の
話
に
も

砂
聞
き
上
手
。
に
な
る

年
を
と
り
、
た
だ
で
さ
え
弱

っ
た
心

や
体
に
は
病
気
が
お
お
い
か
よ
さ
り
、

寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
の
胸
中
に
は
不

安
と
寂
し
さ
が
渦
巻
い
て
い
ま
す
。

つ
い
話
む
川内田掬

っ
ぽ
〈
な
っ

た
り
、

掛
り
返
し
が
多
〈
怠
っ
た
り
し
ま
す
が

周
閣
の
人
は

ゆ
聞
き
上
下
w

に
も
る
こ

と
で
す
。
間
違
っ
て
む
「
ま
た
同
じ
こ

と一百

っ

て

」

と

か

寸

さ
っ
き
も
聞

い
た
わ
よ
し
む
ど
と
一
日
わ
な
い
こ
と
.

何
十
回
同
じ
話
を
紐
り
返
そ
う
と
話

す
と
い
う
こ
と
は
、
相
千
を
口
組

L
.

力
量銃
tこと
負姑
うの
と問
こ姐
ろの
カf 骨平
大決
き Iま
U 、
の父
で視
すの

(10) 

東
京
都
立
大
学

教
投
・
心
理
学

年来毎鎗の犯罪及び事故防止
犯罪や事故のないように、皆 んなが平和で明るい正月 を迎えられるよう 。

詫?
摩 ま

家 族 みんなで話し合い

ととしー隼の嚢週安全(轄に冬Ict注意を)

ません力、

武5
俊f

か
り
ま
す
.

〈贈
与
税
の
申
告
と
納
税
〉

贈
与
税
の
巾
告
と
納
枕
は
、
附

与
を
畳
け
た
年
肉
強
年
同
二
月
一

日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
に
附
与

を
畳
け
た
人
的
住
所
地
内
税
務
署

に
す
る
こ
と
に
む
っ
て
い
ま
す
.

ま
た
、
納
税
も
巾
告
期
限
と
同

じ
日
ま
で
に
し
な
け
れ
ば
主
リ
ま

せ
ん
.

な
い
ね
、
附
与
悦
に
つ
い
て
分
均

な
い
こ
と
が
あ
る
と
き
は
お
気

軽
に
最
寄
リ
の
税
務
w
省
、
税
務
相

談
室
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

心
を
訂
し
て
い
る
航
拠
な
の
だ
と

い
う
こ
と
を
心
科
て
お
き
ま
し
ょ

、ヲ。
伺
よ
り
大
切
な
の
は
、
お
年
寄

り
か
句
、
自
分
で
回
復
し
よ
う
・
と

す
る
古
紙
を
引
き
出
す
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
の
他
的
や
励
ま
し
が

で
き
る
の
も
家
族
主
ら
で
は
円
こ

と
.
拙
気
強
く
、
辿
山
な
者
情
唱
で
、

お
年
寄
り
の

L
っ
て
い
る
心
身
的

機
能
や
能
力
が
十
分
に
発
揮
で
き

る

よ

う

手

助
け
を
し
て
あ
げ
た

い
も
の
で
す
.
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里1 1パルプー眠紙加工品 13.788 1474 (ホームヘルパー) 1 1白
弓 1 1担 造 主 13.213 1402I  1>募集人員 1名 (女性 1 1日
付 |出版 印刷 |3.6741 460I  1>年 齢お歳-40歳 までの方 I I~ 
) ) 1 1阿関連曲主 13.286 1 4111 I同 人 介 護 に 熱 意 と 械 な の あ る 方 I 15 
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;:1 同|聞辿路盤 13.202 1401l i l l 
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量1 1事改都凶炉| 3.677 1 4601 I 舎を提出のこと .-~ ，，-O~= I 1石
毛1 1晴線路沿州JI 3.208 14011 I ，[1'酬については、社会制祉協恥:開局 I 1: 
副 |却 先 主 13.459..J企皇室J までお問い合わせください I 1;'; 
百1 1石出鉱 li1 5.296 1............---::J 電話②o1 1 1 内線37排 I 1ア
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~I ， ¥ |同
凶 |戸
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ロリ riij ，J対比 中山相太 11円22日(ー柿民山)大相町 |最

が| 人 D 8，774 (+18) 迫
，~ 1 9) 4，250 ( (+ 3 ) 固 いつまでもおしあわせに [山
11 4，四 (+ 15) 太山岨日附(南町)~叫雅子(住 吉) 12 
1 世 情 数 2，599 (+ 2 ) 雄部岬立(需町)~~附rr.1'{.子(北楠山町田
川 小凶 I刑制 (栄 町) ~大掛 山子(キL 帆市 l :l

ロリ ロ おたんじようおめでとう 伊時弘樹(下稲穂)~迎雑曲み(八 鈴冨
揮l 佐藤明ニ lOFJ24日 ( 時 一 2叫) A町出町 附沢村貴(南栄町)~工藤トキヱ(虻田町詰
~ I 松本服怖 10円24日 (康弘 293>田 代 碓井抽明(南町)~山中八温子(柿 相吟
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口川 日野広光 11月 5 日 (常明 2出}トマンケン |昨
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JI 音速出呉 川月 9臼 (敬 一 3主:)櫛 川 佐々木附治日月12日 72躍 中 主 Î 
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